
消火酎の輔発出関ずる研蹴

はじめ Iζ

紛回，研究所報9努?とおレて.滋総水溶液の消火予

防炎効果について小規模な模型クリプ消火実験等を試

その結果から臭化盗，有機酸!認を主成分とした消

火液の有効性を確認したところであるが，今回これら

延織防止効祭，熱的挙動，消

火性能等実験を実施したので報告する。

延焼防止効果の確認

一旦着炎した木質が，塩類水溶液をii:，らかじめ附着

させることに らを士る効持誌を
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の間隔を ι離し第な嘗 3. 模裂は接近させ，

方向に並べた。この模型に各塩類水溶液を噴努器によ

り均一に散布す

(2) 燃焼試験

試験は総記燃焼材料金f用いて，第惑にか?方法に

て実施したQ

ず， 第1模建設直下は;寸イノレペン (30X30X5佃〕

を置き，オくを張った中ヘガソ 1]ンを幼;撚剤として

∞注入，点火する。

の方法で燃燃させると，介イルパ γ直よニめ模梨は

約3分にて燃焼の最盛期に入るため，点火3分後に燃

焼総型を威上として，容器秒5 の風主主役与え，第 ω 歩

第 1図実

確認するため，二つの方法について実験を行なった。

! 灘験そめ i

木質に一定量の塩類水溶液を散布し，点火後一定風

還を述。，紘一下への支援焼迷淡を観秘した。

(1) 燃焼材料

長 ~30佃. rtn8x加凹む杉材を5本並仏 20校積の

模型を4組作り，第l模型は点火用とし，第2模型と

- 望書二二研究主主

略 J

験 図概 要

3. 4模型へと順次燃焼が移什する時聞を測定した。

結幾

散布量は各薬剤水溶液とも 2iとし，濃度は単品に

2 あっ引土10wt%の害事量

混合とした。

る議球で，

て同一人があた勺た。

表お 図に示す。
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第5図に示す。

木質は，その材質，形態によっては，当然相異する

ものと考えられるが，後述する薬剤添加の木屑の基底

物質としての変化を把撞，確認するために実施した。

まづ.1000C近辺で脱水現象であると思われる吸熱

があり.240oC. 4000Cにおいて大きく減量をきたし，

発熱ピークが大きく現われている。

また 4900Cにおいては，減量が98%に達し，完全に

炭化した。

よって，この結果から，木屑の一次分解温度は240

℃二次分解温度は4000Cとなる。

(3) 薬剤j添加木屑の熱的挙動

(2)で使用したと同じラワン木屑を.(1)の薬剤水溶液

20wt% (混合物にあっては等量混合)に含浸させ，

800C一定乾環器中Jこて8時間乾燥させ使用した。

これら薬剤添加木屑の熱的変化の過程を第6図に示

す。
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第6図-2
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第6図-3
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この結果，単一薬剤l含浸物として，炭酸ナトリウ
ム，酢酸カリウム，スノレファミン酸アンモニウム， リ

ン酸2水潔アンモニウムは顕ミ警な幾熱は認められず，

その減量も緩慢に進んでいる。乙れに対して，臭化カ

リウム，臭化ナトリウム，酢酸ナトリウムでは木屑と

同様に， 2400C近辺火きく発熱い減霊堂よりみて，

かなりの分解が進んて?いることが絞る。しかし2次発

熱に至る過程の減量は木質のみに比較しやや緩慢であ

る。

つぎに等量混合ではs炭酸ナトザウム殺伐む臭化ナ

トリウム，臭化カリウム，酢酸カリウム系の木屑の示

差熱曲線は非常に災く木質の分解抑制効撲を示してい

る。ま?とこれより若子効果がおとるものとしては，

じく炭酸ナトリウムを含む酢酸ナトリウムが認められ

たのみで務他の混合物である炭化塩と酢椴滋め4種に

ついては，各々木殺と同程度。〉発熱i生を示した。

考察

以上述べた一連の災験結果からs 防燃と治炎の効巣

は心ずしも一致しないことが確認された。

延焼防ょと効果の総認における決験その iの結果か

第2模盤への時院をると，主化ナトリウム，臭化

りウムにおいては，それぞれ15秒と水に比較して5秒

の差で9 酢酸カリウム酢酸ナトリウムの35秒， 30秒

に比べ，議常に恵、い結果が得られているの

また実験その2結果も同様な傾向を示した。

熱的解析による示差分析の結果では，酢酸カリウ

ム，酢騒ナトリウムセ添加した木屑の分鮮予告熱は，

質自体のそれに比べ，発熱時聞はむしろ早く測定され

ており，臭化カリウム臭化ナトリウムでは，木質の

それとは絡んど変化ていないゆ

このζ とは，酢敵塩が有機物であり，その分子内に

可燃的要素が多く含まれ，比較的低温で分解しその

生成物が燃焼し，発熱現象をさ設するものと解されるの

また仁塩の融ぷ11，カリウム塩で755"C，ナトリ

ウム塩で7300Cと高く，示差熱分析による 6000C位の

加熱殺体では，薬剤による熱的効果は現われず木質の

みのう争解に終ってし潔うことである。

これとは逆に，比較試料として用いたスルファミン

酸ア γそぷウム， ザン酸2水素アンモニウムを添加

た木被め訴す結5裂は戦熱現象がブむきく現われている
のの前回報告したとおり，炎に対する抑制効果はおま

り期待できない。

しかい小規綴消火実験および今回実総した能力単

位規模の消火実験では，延焼防止効果および示差熱分

析による熱的挙動絡線で，や効果が認められなか

った化カリウム 5 義化ナトザウム，酢滋カリウム

酢酸ナトリウムは有効な消炎効果をらげている。

一般に火災という異状事態発生，特に火炎に対する

恐怖心安ともなう心理的動播アにある行動ほ，

態を逸脱してくる。このような状態下にある時，瞬時

に消炎させることは，炎による熱的幅射をおさえると

ともぷ消火者の平静さを取与もどし， J滋昭tt:消火活動
が期待 ωときる。

よって.酢酸カリウム，酢酸ナトリウム，臭化カリ

ウム気化ナトリウムおよびこれらの混合物の水溶液

1'1消火効果が大数く，初期消火用薬剤としては非常に

適していると思われる。

以上のことからz 従来まで泌火用に使渇される蕊滋

につし、では，熱、分解等較こより不燃性ヵースおよび防漁i食

物質の生成，冷却効果等が消火に作用するといわれて

きたが，酢酸カザウム，酢鍛ナトリウ

は，燃織に際して級熱効果はく認められず，かっ可

燃的要素を多く含んでおり，分解による防燃性物質を

形成十るとも考えられなし

れとはj裁に熱に対して非常に決定な臭化

ウム，臭化ナトリウムについても防燃性物質の生成と

いうとどは考えられない。

したがって，これら酢酸総書臭化塩は火炎をー訟の

遊離基として見た場合，これらの水溶液イオン，また

は熱による分解ヲヅカルが>> :0~中の遊離蕊と何らかの

くものと符えられ

実用性への所見

有効消火薬剤としては前述した酸酌塩E 臭化温を混

入ずることによ担 9 水のみよち消火効率合高める

が可能であるとの結論を得た。

この新消火薬剤は現行法令中では水を基底としてい

と同額のものであり，消火器告として使用する

場合には蓄圧式で操作性は強化液消火器と全く同様で

為るが，その薬剤重量は強化液に比べかなり軽L、。

よびその重量を第授に示ナ。

じの表からも明らかなように，市販強化液に比べ，

同容積における重量は5.eの場合，約11唱の差が生ず
るω JよEつて同予煮数脅毅襲

開発の議緩寄剤は強f化じ液より， より有効{号:のある消火剤と

いえよう。

低温特性，毒殺，寄食性Kウいては，

9王子役懇照されたい。ただ腐食性については鉄容器禁の

損傷等の問題があるため，水酸化カリウム，水酸化ナ

トリウムを%程度なに添加

をに 1長手紙議後においても殆んど織の発生が認

められなかった。また皮膚等に附着した場合の損傷も

ほとえJど認められない。ただぶれは，

はなく s 我々 巡;ぷ2年間9 決験研究に従事しての絞験
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